
                     エイサー発表会開催 

 １１月１８日（月）にダンスの授業 
の一環として，１年生女子によるクラ 
ス対抗エイサー発表会を開催しました。 
エイサーとは沖縄の盆踊りにあたる伝 
統芸能のひとつで，旧盆の夜に地域内 
を踊りながら練り歩くもので，本校で 
は７年前から体育の授業に取り入れて 

います。どのクラスも精一杯発表してくれました。 
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エイサーに取り組んで  第１位  １組  平間奈菜（岩沼中出身） 

                １組は，エイサーを踊る隊形決めについて意見交換が活 
発で，様々な意見が出ましたが，大将を中心にうまくまと 
め隊形を決めることができました。踊りを合わせていくと 
改善点が見つかり，手や顔の向き，声の出し方，目線など 
できるところは徹底して揃えていきました。細かいところ 
まで全員が意識して練習したので全体発表で多くの票をい 
ただけたのだと思います。週に１回のエイサーの授業は，ク 
ラスの女子が団結していることが実感でき，とても嬉しく， 
私にとって充実した時間となりました。１年生も残り４ヶ月で 

すが，今回のエイサーで培った団結力で，１組らしく楽しく過ごすことができたら良いと思っています。 

２組 鹿野流瑠那（岩沼北中出身） 

エイサーをとおして２組は，全
員で声を出し，動きを揃え，団結
力を深めることができたことがと
ても良かったことです。 

３組 菅原夢唯（柳生中出身） 

簡単な動きを工夫したり，まと
まりのある動きを工夫したりし
て仲間とリズムに乗って楽しく
踊ることができました。 

４組 佐藤心美（大河原中出身） 

４組はどのクラスよりも練習時
間が短い中で本番を迎えました
が，４組らしく個人個人を生かし
た踊りができて良かったです。 

５組 山田麻央（柳生中出身） 

大将になりとても不安でした
が，５組の皆さんと楽しく踊るこ
とができました。５組らしいもの
ができたと思っています。 

６組 門間汐音（坂元中出身） 

私はエイサーに取り組んで，み
んなで１つのものを作りあげる事
の大変さを知ることができとても
良かったと感じています。 

７組 大槻遙華（東華中出身） 

エイサーを通じて，一人ひとり
の個性を再確認し，より一層，ク
ラスが仲間意識を深めるきっかけ
となりました。 

写真撮影大会最優秀賞を受賞  稲村愛花（１年・みどり台中出身） 

夏季写真大会が花山少年自然の家を会場に開催されました。 
他校の写真部員と一緒の活動で，不安も大きく更に暑さの中 
での過酷な撮影会で心が折れそうでしたが，仲間と励まし合 
い，写真家の熊切大輔先生にアドバイスをいただきながら， 
いくつかの班に分かれての撮影大会になりました。私の作品 
は，ネイチャー部門で最優秀賞をいただきました。「探検」と 
いう題で作品を出品し，露出の補正がうまくいったこと，透明 
感のある作品になったこと，吸い込まれそうな不思議な作品にな 

ったことを評価いただきました。１年生で賞をいただけるとは思っていなかったので，とても嬉しく，ます
ます写真への意欲がわいてきました。この経験を生かし次に向けて励みたいと思います。 
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今
回
は
、
十
一
月
一
九
日
（
火
）
本
校
で
、
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
の
案
内
を
配
布
し
て
い
た
だ
い
た
「
ぜ

ん
り
ょ
く
ボ
ー
イ
ズ
」
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王
町
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気
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市
出
身
の
小
松

笙
様
（
唐
桑
中
出
身
）
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。 

ぜ
ん
り
ょ
く
ボ
ー
イ
ズ 

小
松 

笙  

様 

Ｑ 

今
の
仕
事
の
楽
し
さ
や
魅
力
は
？ 

Ａ 

フ
ァ
ン
の
方
に
喜
ん
で 

も
ら
え
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ 

メ
ン
ト
を
自
分
た
ち
で
考 

え
実
行
で
き
る
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や 

り
が
い
が
あ
り
ま
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一
番
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思
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仙
台
Ｐ
ｉ
ｔ
で
ラ
イ
ブ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

時
、
一
五
〇
〇
人
を
前
に
ラ
イ
ブ
し
た
ス
ケ
ー
ル
に
感

動
し
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

日
々
心
が
け
て
い
る
事
は
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体
重
維
持
、
顔
の
ケ
ア
、
食
生
活
に
気
を
使
っ
て
生

活
を
し
て
い
ま
す
。 

職
業
柄
常
に
美
意
識
を
持
っ
て
生
活
を
し
て
い
ま
す
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北
高
生
の
印
象
は
？ 
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初
め
て
の
生
徒
さ
ん
も
僕
達
を
と
て
も
優
し
く
出

迎
え
て
く
れ
て
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
先
生
方
も

生
徒
の
皆
さ
ん
も
と
て
も
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敵
な
方
ば
か
り
で
心
が
暖

か
く
な
り
ま
し
た
。 
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北
高
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
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私
は
今
、
ぜ
ん
り
ょ
く
ボ
ー
イ
ズ
と
言
う
グ
ル
ー

プ
名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
活
動
を
通
し
て
生
徒
さ

ん
に
伝
え
た
い
こ
と
は
自
分
の
し
た
い
事
を
明
確
に
し

て
、
そ
れ
に
向
か
う
た
め
の
情
熱
を
生
み
出
す
こ
と
で

す
。
今
、
進
も
う
と
し
て
い
る 

道
が
本
当
に
自
分
の
進
み
た
い 

道
な
の
か
、
し
っ
か
り
自
分
に 

問
い
か
け
て
く
だ
さ
い
。
高
校 

生
の
皆
さ
ん
は
人
生
の
大
き
な 

節
目
に
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま 

す
夢
を
追
う
こ
と
は
生
き
る
糧 

に
繋
が
り
ま
す
。
悔
い
の
な
い 

よ
う
に
高
校
生
活
を
送
り
ま
し 

ょ
う
。 

ぜ
ん
り
ょ
く
ボ
ー
イ
ズ 

遠
藤
大
斗 

様 

Ｑ 

今
の
仕
事
の
楽
し
さ
や
魅
力
は
？ 

Ａ 

毎
日
異
な
っ
た
事
に
チ
ャ
レ 

ン
ジ
し
、
多
く
の
人
と
出
会
う 

こ
と
が
で
き
、
大
勢
の
人
の 

前
で
自
分
の
声
で
思
い
を
伝 

え
ら
れ
る
事
で
す
。 

Ｑ 

一
番
の
思
い
出
は
？ 

Ａ 

グ
ル
ー
プ
結
成
か
ら
二
年
と 

三
ヶ
月
経
が
経
ち
ま
し
た
。
二
〇
一
九
年
三
月
二
日
に
仙

台
Ｐ
ｉ
ｔ
で
行
な
っ
た
ラ
イ
ブ
で
、
一
五
〇
〇
人
分
の
チ

ケ
ッ
ト
が
完
売
し
、
満
員
の
中
、
ぜ
ん
り
ょ
く
ボ
ー
イ
ズ

で
ラ
イ
ブ
が
出
来
た
こ
と
が
一
番
の
思
い
出
で
す
。 

Ｑ 

日
々
心
が
け
て
い
る
事
は
？ 

Ａ 

自
分
が
今
と
い
う
瞬
間
、
何
を
思
っ
て
い
る
か
素
直

に
考
え
る
事
で
す
。
人
は
、
無
意
識
に
周
り
に
気
を
使
っ

て
生
き
て
い
る
も
の
で
す
。
で
も
、
僕
は
人
前
に
立
つ
以

上
、
自
分
の
素
直
な
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
言
葉
に
乗
せ

て
、
発
信
し
な
い
と
伝
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
、
自

分
は
ど
う
い
う
気
持
ち
な
の
か
、
し
っ
か
り
と
考
え
る
時

間
を
作
っ
て
い
ま
す
。 

Ｑ 

北
高
生
の
印
象
は
？ 

Ａ 

挨
拶
を
元
気
に
出
来
る
子
が
多
い
な
と
い
う
印
象
で

す
。
ま
た
、
先
生
と
生
徒
が
と
て
も
仲
良
さ
そ
う
に
話
し

て
い
る
の
を
見
て
、
と
て
も
い
い
学
校
な
ん
だ
な
と
実
感

し
ま
し
た
。
ま
た
皆
さ
ん
に
お
目
に
か
か
り
た
い
で
す
。 

Ｑ 

北
高
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！ 

Ａ 

名
取
北
高
校
の
皆
さ
ん
！
今
日
と
い
う
日
は
戻
っ

て
こ
な
い
の
で
、
一
日
を
後
悔
無
い
よ
う
に
生
き
て
欲

し
い
で
す
。
僕
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
高
校
生
の
時
に

い
っ
ぱ
い
言
わ
れ
た
け
ど
、
全
然
実
感
湧
か
な
か
っ
た

し
、
後
悔
な
ん
て
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
今

は
、
今
年
度
で
二
十
三
歳
に
な
っ
て
高
校
生
の
時
か
ら

や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
思
う
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
自
分
に
正
直
に
な
っ
て
興
味
あ

る
こ
と
、
周
り
の
目
線
が
気
に
な
っ
て
で
き
な
い
こ

と
、
や
り
た
い
け
ど
勇
気
が
出
な
い
こ
と
に
臆
病
に
な

ら
ず
挑
戦
し
て
欲
し
い
で
す
。
本
気
で
何
か
に
取
り
組

ん
で
い
る
人
を
笑
う
人
な
ん
て
い
ま
せ
ん
。 

応
援
し
て
い
る
よ
～
‼ 

ポップ作品コンクール優秀賞を受賞 

 高橋沙那花（１年・中田中出身） 

今回初めてポップ作品コン 
クールに応募し，優秀賞 
をいただけたことを，と 
ても嬉しく思います。 
コンクールのお話を伺 
い，どのようなものな 
のか昨年の受賞作品を 
見に行きました。その際 
に，たくさんの素晴らしい 
作品を拝見し，どのような 
作品に仕上げていくか悩みました。たくさ
ん悩みながら作品を完成させることによ
り，このような賞をいただくことができる
作品になったことがとても嬉しく，次の目
標を見つけることができました。来年度ま
た挑戦していきたいと思います。ご協力い
ただきました皆様ありがとうございまし
た。 

家庭クラブ東北大会出場 

１０月１６日（水）に岩沼市民会館で開催された宮城県高等
学校家庭クラブ研究発表大会に本校生が３名で出場しホーム
プロジェクトの部で最優秀賞を受賞しました。１２月に開催さ
れる東北大会に出場し，全国大会出場を目指します。 

東北大会での抱負  菅原康生（２年・郡山中出身） 

私は１２月１３日に山形県 
で開催される、東北ブロッ 
ク高等学校家庭クラブ連 
盟研究発表大会に出場し 
ます。題目は「ＱＯＬ向 
上大作戦 ～祖母の健康 
寿命を延ばすために～」 
です。家庭科の授業で、近 
年高齢化が進むとともに要 
介護高齢者の増加と、介護の長 
期化が問題になっていることを知り、私は祖

母に元気に長生きしてもらいたいと考え、調査・研究しました。
協力して頂いた先生方、家族への感謝を忘れず宮城県を代表し
て発表してきます。応援よろしくお願いします。 
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